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廻転横断撮影の経験（第1報胸部）
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（本論文要旨は第8回北陸医学会において発表した．）

第1章緒
　高橋・1）2），Gebauer　3）4）等によって創始され

た廻転撮：影法は，～照れらpionierの系統的研究

により近時廻転横断撮：：影法として実用的段階に

入った．我々も，この装置を備えて臨床的に経

言

験するの機会を持ち，童心撮影と亭溶して生体

内の立体的位置，構造を端的に把握するのに役

立でて：いるが，ヒヒにその中の胸部に関する数

例を報告する．

第2章症

　第1例T・T・21歳3．診断：肺結核．

　曹通写眞：左肺尖，上肺野に可成り濃摩な均等陰

影の中に，小豆大より小指頭大に亘る数個の不整円形

陰影が認められ室洞め存在が考えられる陰影像を示す

が，はっきりした透亮像は認められない．（第1図a）

　断騒写眞：背側より6・5cmの位置でこの陰影の

位置に濃厚な均等陰影の中に示指頭大の透亮像が認め

られた．手術適応として外科に廻されたが立体的構造

不分明として縦断断層撮影を求められたので第4胸椎

の面で廻転撮影を行った．

　横断写眞：第1図bの如く脊椎肋骨等との位置的

関係が良くわかった．室洞の位置は背側より9cm（拡

大率1・4よりの換算値6．4cm）になる．断層像との

差は拡大率の差と体位　（横断は坐位，断層は背臥位）

の差となり換算すればその位置の一致せるを知る．

（第1図b）

例

　第2例　SボY．21歳♂．診断：左肺結核，室洞あり・

　普通写眞；左上肺野外側に申等濃度の比較的均等

な陰影群の申に，下部水卒の胡桃大の透亮像を詔め，

出門結合像著明である．他方右第3肋間に毛髪像を認

めその上部に栂指頭大2個の境界不明瞭な不整円形の

陰影塊が存在する．左上肺野の空洞は明かでありこの

位置の決定には，断層撮影よりも廻転横断撮影1枚で

こと足りることは想像に難くない．（第2図a）

　横断写眞＝左横断面の略ヒ中央に壁の可成り厚い

室洞像を証明した．なお両側共その略ぐ申央を横切る

帯状の肋骨による障碍陰影を認めた．（第2図b）

　第3例　M・H・33歳δ．右肺結核腫．

　善通写眞＝左第3肋間に可威り濃厚な境界鮮明な

均等濃度の胡桃大の円形陰影を認める．このような辱

眞を認めた場合，一一応外科的処置の適応症となる．そ

してその位置の決定には何枚かの断層撮影を行うより
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はその中心を過ぎる面の横断撮影1枚で目的を達する

と考えられる．（第3図a）

　横断写眞：　コントラストも鮮鏡度も可成の良好だ

が前例内評肺野の中に曲帯朕の障碍陰影を認める．

（第3図b）

　第4例　U・H・36歳♀．肺結核，空洞多数．

　曹縮写眞：左肺に大小種々の多数：の室洞が認めら

れる．しかしこの症例の如く心臓影が左方に偏位して

いる場合肺門附近及び心臓影に蔽われた部分の二三は

断層写眞においても識卜し難いことを我々は屡々経験

し，本例においてもその例に洩れなかった．（第4図a）

　横断写眞：　routine田mにおける第3肋間の横断」

面像で心臓の背側肺門の附近に小さな室洞数個の存在

することを識つた．そして更に心臓の左方に偏位の情

況も非常に良く分つた．（第4図b）

　第5例　M・T・41歳♀．右縦隔洞腫瘍．

　曹通写眞：右肺門を蔽う鴛卵大の腫瘤朕陰影を認

める．（断層写眞では背側より4・5cmに最も明瞭．第

5図b）．申下肺野における濃厚樹枝駄陰影は気管枝

造影像である．気管枝は辺縁再成り滑らかで特記すべ

き申絶際或いは狭窄像等は認めない．（第5図a）

　横断義歯：後縦隔洞に接し脊椎と並んで稽ぐ前方

に偏し心臓影よりは遙かに背側に腫瘤陰影を認めその

後内側に無気肺像を認めた．（第5図。）

　第6例E．M・54歳δ．縦隔洞腫瘍。

　曹臨写眞：中央陰影右側に沼って，鎮骨高より前

部第6肋骨高上縁に亘る亘大な腫瘤状陰影を認める．

（第6図a）

　横断写経：第3肋骨下縁の高さにおける横断面で

主として腹側に大部を占める縦隔洞に発する亘大腫瘤

陰影を認めた．（第6図b）

　第7例　Y．L　67歳δ．右肺癌．

　普二二眞：三二は均等濃厚な醐漫性陰影を以て被

われ上肺野が門々明るい以外は内部構造は全く不明で

ある・なお中央陰影は右方に偏位している・（第7図a）

　高圧撮影＝上肺野には不規則な肺野理の走行が見

られる以外申下肺野の内部構造は依然不明である．し

かし外側嬉の稽ζ明るい領域より内側には腫瘤の存在

を疑える濃厚な陰影を認め，且つ上部に放射朕の索状

又は細い突起を出している．（第7図b）

　横断二二：前部第4肋間高の横断面であるが中央

陰影に接し心臓影と脊椎の申間に濃厚な辺縁凹凸不規

則にして索歌の突起を認め，その外側はこの腫瘤陰影

より梢ヒ明るい均等陰影を認めた．これは無気肺と肋

膜炎による暗影であることがわかった．（第7図。）

第3章総括並びに考按

　以上を総括すると第1例は肺結核の室洞を断

暦撮影で強拍し外科より縦断断暦を依頼され，

横断撮影一枚でその位置決定に資し得たもの．

第2例はrOutine蝕nで室洞が判然しているの

を横断像一枚で室洞の位置を決定し得たもの．

第3例はroutine丘1mで結核腫の明らかなるを

その位置の判定に廻転横断二一赦で目的を達し

得た．第4例は多発性室洞で心臓影左方に偏

し，中央陰影と重なる部位，殊に肺門部の構造

が不分明なのを該部の横断像で構造を明らかに

し得たもの．第5，6例は右中央陰影辺縁に滑

う腫瘤像なるを横断によりその背側及び腹側な

るを夫々一枚の横断像により決定し得た．第7

例は断暦，高圧撮：下等によるも腫瘤陰影の形態

不明であったのを横断撮：：影により癌特有の所謂

蟹足腫構造の制明したものである．叉routine

血lmの像より何れも大きく投影されるが，これ

は焦点，被写休闇距離及び被写体フイルム聞距

離の比より簡輩に計算出来る2）．

　以上の如く廻転横断撮影は断層撮影と併用す

るととにより，肺野の中に占める位置の立体的

関係がよく判明する．優れた補助診断法の一つ

であり，場合によっては断暦撮影を必要としな

い．しかし対1照度と鮮鋭度において二二撮影に

劣るかに見える場合があり，叉障碍陰影も現わ

れて来る．例えば2，3例に見られた肋骨によ

り肺野の中に現われる曲帯心陰影5）6）である．

しかしとれは管球角度を小さくすれば避け得る

が，叉反面コントラスト，鮮鋭度は不良となる

（三品）7）8）．

　しかし高橋一門9）及び島崎10），叉Gebauer　3）

4），Stevensonコ1）等の系統的研究により，その原
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小林，新田，改井，高村論文附圖　（2）
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小林，新田，露盤，高村論文附圖

第；7図a

　（3、

第6図b

・藤懇

懇7図b

難ミ

欝

第7図c



廻転横断撮影の経験 761

因の究明及び改策善等が追及されているのでま

だまだ良くなり得る可能性は大きい，と同時に．

ヒれを読む我々の眼も養成されねばならな》、．

従来人体の輪切り像というものは純解剖学的知

見でしがなかったわけである．しかし廻転撮影

の文献を通覧すると，胸部に関する報告が最も

多．く，我々に稗釜する所が大きい．我々も臨床

検査に応用して現在迄の所，コントラスト，鮮

鋭度において断層撮影には劣るが，しかし断暦

撮：影では分り難い面もたつπ一枚の廻転横断像

で判明する長所のあることも以上の如く経験し

た，良い補助診断法の一つとして数えあげるに

やぶさかでない．なお，最後に幾つかのフイル

ムを比較して見る場合，位置の変動につき，撮

影条件（体位，呼吸位相等）が同じであるか畢

なっているかを念頭に置きながら，その生理的

動揺のある範囲を考慮する必要のあるととをつ

け加える．

第4章結

1．7画面胸部疾患（豊麗肉腫，癌等）に廻

転横断撮影を行い，立体的位置，内部構造を明

らかにし得たヒとを報告した．

　2．廻転横断撮影は断層撮影と並んで優れた

論

補助診断法となり得る．

　3．拡大率は焦点，被写体中距離及び被写体・

フイルム間距離より簡軍に計算され得るが，充

分大きなフイルムを使用する必要がある．
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